
 
1．はじめに

柔道整復師国家試験（以下国家試験）は平成 5年に
第 1回が実施され，平成 28年 3月に 24回目を迎えた。
この間に出題された問題総数は 5,160問であり，その
うち合格基準を 80％以上とする必修問題は 360問
（7.0％），合格基準を 60％以上とする一般問題は 4,800
問（93.0％）である。必修問題，一般問題ともに解剖
学，生理学，運動学，外科学概論などの 10科目からな
る専門基礎分野と柔道整復理論からなる専門分野に区
分され，過去の出題内訳は表 1の通りである。
一般問題は必修問題に比べ合格基準が低く設定され
ているが，出題数が多く過去の国家試験問題の 9割以
上を占めている。その中でも専門分野に該当する柔道
整復理論からの出題は 1,140問（一般問題の 23.8％）で
あり，他の科目に比べ多く（図 1），国家試験対策にお
いては重要度が高い。
国家試験の問題は柔道整復師国家試験出題基準（以

下出題基準）に拠って出題されており 1)，出題基準の
項目に基づいた問題分析は国家試験対策において意義
があると考えられる。我々はこれまでに，専門分野の
必修問題を対象に出題基準に基づいた報告を行なった
が 2)，一般問題については検討しておらず，また，一
般問題を出題基準に基づいて分析した報告も見当たら
ない。そこで今回，国家試験対策の一助となることを
目的とし，国家試験において専門分野から出題された
一般問題を出題基準に基づき分析したので報告する。
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表 1　第 1回〜第 24回国家試験問題（5,160問）の出題内訳
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2．方　　法

1）対象
第 18回〜第 24回国家試験において出題された一般
問題のうち，専門分野に該当する 315問から臨床実地
問題（症例文章および画像などの資料から総合的に判
断する問題）70問を除いた 245問を対象とした。なお，
第 1回〜第 17回の国家試験問題については，現行の出
題基準に準拠していないため対象外とした。

2）調査方法
対象とした 245問について，平成 21年 5月発行の出
題基準（平成 22年版）にある「各試験科目別問題出題

基準」1)の記載項目に基づき分類した。出題基準では柔
道整復理論を総論，骨折各論，脱臼各論，軟部組織損
傷（以下軟損）各論に分けており，それぞれが大項目，
中項目，小項目に区分されている。小項目は全部で 393
項目に細分化されているため，対象とした問題数が
245問であることを考慮し，今回の調査は中項目（108
項目）までに留めた。また，選択肢が多項目に渡り単
一項目として分類できない問題に関しては，各分野に
おいて複合問題として区分した。各論において設問の
選択肢に骨折，脱臼，軟損が混在し，単一の分野とし
て分類できない問題に関しては，各論全体の複合問題
と定義した（表 2）。調査した問題の統計処理には χ2検
定を用い，P値 5％未満を有意差ありとした。

表 2　複合問題の実例

図 1　一般問題 4,800問の科目ごとの出題数（第 1回〜第 24回国家試験）
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3．結　　果

過去 7回における出題 245問のうち，総論からの出
題が 55問（22.5％），各論からの出題は骨折各論 89問
（36.3％），脱臼各論 46問（18.8％），軟損各論 41問
（16.7％）であった。なお，設問の選択肢に骨折，脱臼，
軟損が混在し，単一の分野として分類できない各論全
体の複合問題は 14問（5.7％）あった（図 2）。
総論 55問を大項目に沿って分類した結果，骨折に関
する問題が 27問（49.1％）と最も多く，脱臼と軟損は
それぞれ 5問（9.1％）と 2問（3.6％）であった（表 3）。
各論においても同じような傾向がみられ，骨折各論か
らの出題 89問は脱臼各論の 46問，軟損各論の 41問に
比べ有意に多かった（図 3）。
骨折各論，脱臼各論，軟損各論の大項目においては，
いずれも上肢からの出題が多く，それぞれ各分野の
42.7％，45.7％，31.7％を占めており（表 4〜 6），特に
骨折各論においては頭部・体幹，下肢からの出題に比
べ有意に高かった（図 4）。
総論における中項目からの出題では，骨折の「合併
症」，「分類」，「小児・高齢者骨折」の順に出題数が多
く，特に骨折の「合併症」については過去 7回の国家
試験のうち 10問の出題がみられた（表 3）。骨折各論，
脱臼各論，軟損各論の中項目では，「肋骨骨折」，「上腕
骨近位部骨折」，「上腕骨遠位部骨折」，「前腕骨骨幹部
骨折」，「前腕骨遠位部骨折」，「手根骨骨折」，「大腿骨
近位部骨折」，「足根骨骨折」，「肩関節脱臼」，「股関節
脱臼」，「膝蓋骨脱臼」，「膝関節の軟損」に出題が多く
みられ，中でも「肩関節脱臼」については総論の骨折
の「合併症」と同様に 10問の出題があった（表 4〜 6）。
中項目数と実際の出題数との関係をみると，108項
目のうち過去 7回の試験で出題されたのは 62項目
（57.4％）であり，一定の項目に出題が偏っている傾向
がみられた。この関係を分野ごとにみると，総論では

表 3　総論における国家試験問題の出題傾向（第 18回〜第 24
回国家試験）

図 2　対象とした 245問の分野ごとの出題数

図 3　総論および各論における骨折，脱臼，軟損の出題数比
較（総論は大項目からの出題数，各論は骨折，脱臼，軟損各
論からの出題数）
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38項目中 15項目（39.5％）の出題であったのに対し，
骨折各論では 33項目中 23項目（69.7％），脱臼各論で
は 20項目中 11項目（55.0％），軟損各論では 17項目
中 13項目（76.5％）から出題があり，骨折各論，軟損
各論では総論に比べ出題率が有意に高かった（図 5）。
なお，各分野とも複合問題の出題率が高く，総論 10
問，骨折各論 22問，脱臼各論 9問，軟損各論 13問が
出題され，各論全体の複合問題 14問と合わせると，全
問題 245問中 68問（27.8％）が単一の項目にとどまら
ない複合問題であった。
また，脱臼各論において出題基準に記載がない項目
からの出題が 2問みられた（先天性股関節脱臼，遠位
橈尺関節脱臼に関する問題）。

 
4．考　　察

国家試験は柔道整復師法第 10条「柔道整復師として
必要な知識および技能について，厚生労働大臣が行な
う」に基づき実施され，その内容は出題基準において具
体的に示されている 1)。過去 7回の国家試験問題をみ
ても，脱臼各論において例外が 2問あったものの，原則
としてこの基準に拠って出題されており，出題基準に

表 4　骨折各論における国家試験問題の出題傾向（第 18回〜
第 24回国家試験）

表 5　脱臼各論における国家試験問題の出題傾向（第 18回〜
第 24回国家試験）

表 6　軟損各論における国家試験問題の出題傾向（第 18回〜
第 24回国家試験）
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沿った問題分析は国家試験対策にとって重要である。
今回の調査では，結果に示した通り，総論・各論とも
骨折に関する出題が有意に多く，国家試験において最
も主要な項目であることが窺えた。これは以前に我々
が報告した必修問題の出題割合と類似しており 2)，必
修問題，一般問題に共通した傾向と考えられた。
中項目に目を向けると，過去 7回の国家試験のうち

10問の出題がみられた項目がある一方，一度も出題の
なかった項目も半数近くあり，出題は特定の項目に集
中している傾向がみられた。松本ら 3)は国家試験の必
修問題を柔道整復学・理論編の目次に基づき分類した
結果，「小児・高齢者骨折」，「大腿骨頚部骨折」，「上肢
の骨折」，「骨折の治癒に影響を与える因子」からの出
題が多く，特定分野の集中学習が必修問題対策に有用
であると報告した。一杉ら 4)は医師国家試験の出題傾
向分析から，教育者が出題傾向を理解することは教育
内容の比重を検討する上で重要な因子であると述べて
おり，頻出項目に重点を置いた学習は，より効率的，
効果的な指導の実践につながると考えられた。
中項目数と実際の出題数との関係をみると，総論に
おいて出題項目の偏りは顕著であり，特に骨折各論，
軟損各論との間に有意差を認めた。これは，柔道整復

理論の国家試験対策において総論と各論で学習方法を
検討する必要性が示唆され，総論では骨折の「合併症」，
「分類」，「小児・高齢者骨折」などの頻出項目を中心と
した対策が効率的であると考えられる。一方，各論で
は上肢骨折，上肢軟損の中項目のすべてにおいて出題
を認めたように，幅広い項目から出題がなされており，
頻出項目を中心としながらも，中項目全体を見据えた
対策が必要である。
なお，今回対象とした 245問のうち複合問題が 68問

（27.8％）にみられたことは，単一項目について理解を
深めるだけの学習では問題読解が不十分であることを
示している。山村ら 5)は第 21回および第 22回国家試
験の一般問題のうち，柔道整復理論から出題された 90
問について教育目標分類（Taxonomy）注 1に基づき分
析した結果，提示された情報，資料などから推測，解
釈を行うタイプの問題が増加傾向にあると報告してお
り，いわゆる「丸暗記型」の勉強方法の限界を示唆し
ている。外傷の種類，部位に限局せず，学習によって
得た知識を相互に関連させ，総合的に理解を深める国
家試験対策の構築が必要である。

5．ま と め

1）	第 18回〜第 24回国家試験において出題された一
般問題のうち，専門分野に該当する 245問（臨床
実地問題を除く）を出題基準（平成 22年版）にあ
る「各試験科目別問題出題基準」の記載項目に基
づき分析した。

2）	分析の結果，総論，各論ともに骨折からの出題が
有意に多く，国家試験対策においては主要な項目
である。

3）	総論では一定の中項目に集中して出題される傾向
が強く，反対に各論では全体的に出題される傾向
がみられたことから，国家試験対策においては，
総論と各論で学習方法を検討する必要性がある。

4）	複合問題の出題が 27.8％にみられたことは，単一
項目について理解を深めるだけの学習では不十分
であることが示唆された。

6．注

注 1）	教育目標分類（Taxonomy）とは，1956年に Bloom
が提示した教育目標に関する6分類をイリノイ大学
医学部医学教育開発センターが医学教育用にまと
めたもので，問題を「Ⅰ・想起レベル」，「Ⅱ・解釈
レベル」，「Ⅲ・問題解決レベル」の 3つに分類した
ものである。
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図 4　各論における頭部・体幹，上肢，下肢からの出題数比較

図 5　各分野における中項目の出題割合
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